
階 室記号

フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト

室　　　　名 方位

室 内 負 荷

冷    房
暖 房

台数

ＳＨ ＴＨ ＳＨＦ

[W]

Ｎ

ファンコイル必要能力
＝室内負荷×    ・   ／(1000・　)

[kW] 冷水入口

温水入口冷    房

ＳＨ ＴＨ
暖 房

形    番

水量調節

送風機段階
水 量

損 失

水 頭

温度

温度

能力補償

経年係数

Ｋ４

係数[℃]

[℃]

Ｋ５
[kPa]

フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
算
定

所長室              3 302   内部

  1328   1460  0.910

   140  1   1.49   1.63   0.15
床置形

FCU-3     

電動二方弁(二)

高

 8.00
32.0

 7

55

1.05

1.05

所長室              3 302   

   651    651  1.000

  1400  1   2.22   2.22   1.54
床置形

FCU-6     

電動二方弁(二)

高

17.00
50.0

 7

55

1.05

1.05

事務室1             3 303   

  2039   3872  0.527

   284  1   2.29   4.31   0.31
床置形

FCU-8     

電動二方弁(二)

高

22.00
55.0

 7

55

1.05

1.05

事務室1             3 303   

  1351   1663  0.812

  2710  2   2.26   2.44   1.50

(  4.51)(  4.87)(  2.99)

床置形

FCU-6     

電動二方弁(二)

高

17.00
50.0

 7

55

1.05

1.05

事務室2             3 304   

  1017   2568  0.396

   435  1   1.18   2.89   0.48
床置形

FCU-6     

電動二方弁(二)

高

17.00
50.0

 7

55

1.05

1.05

事務室2             3 304   

   677    677  1.000

  1594  1   0.97   0.97   1.76
床置形

FCU-3     

電動二方弁(二)

高

 8.00
32.0

 7

55

1.05

1.05

事務室3             3 305   

  1833   2256  0.813

   437  1   2.09   2.56   0.48
床置形

FCU-4     

電動二方弁(二)

高

12.00
45.0

 7

55

1.05

1.05

No.

fc Ｋ4 ＮＫ5ｑ

SSW

内部

SSW

内部

NNE

内部

冷 温

標準

標準

標準

標準

標準

標準

標準

（
令
和
３
年
版
）

時
刻

  1347   1479  0.911

  1349   1481  0.911

  1341   1473  0.910

9

12

14

16

 1.000  1500   1500

9

  2013   2013  1.000

12

  1486   1486  1.000

14

16

  2076   3909  0.531

9

  2080   3913  0.532

12

  2065   3898  0.530

14

16

  3074   3389  0.907

9

  4095   4417  0.927

12

  3004   3306  0.909

14

16

  1065   2616  0.407

9

  1072   2623  0.409

12

  1051   2602  0.404

14

16

   844    844  1.000

9

   878    878  1.000

12

   757    757  1.000

14

16

  1890   2313  0.817

9

  1898   2321  0.818

12

  1872   2295  0.816

14

16

備

考



Ｑr＝ 3.6
Δｔc 
qrs 各室暖房負荷

Δｔh
（qrh）
（Ｑｓ）

＝
送風量

の累計値
・ ・Cp　ρ

＝ ＝3.6
Δｔc 

qrs
1×1.2× Δｔc 

3qrs ×3

（仮定＝    ）

　各　　　室　　　風　　　量

No.

階

   210.5

室記号 室　   名

室容積

[m ]3

時刻別室内負荷
外気量

回 数

ＴＨi

最大負荷時
の冷房顕熱
負荷

送風量

系統記号 ACU-1     ACU-1               ( 1/ 1)

換 気Qo/Ｑr
室 内 負 荷 暖房

系統名称

[W]

[％] [℃]
Δth

[回/h]

仮定＝冷房負荷から最初に求めた

Ｖ

[W]

Qo Ｑr
[W]

ＳＨ ＴＨ

温度差

ACC-24  形番

各
 
室
 
風
 
量

ＳＨ
ＳＨＦ

ＳＨＦ 吹出温度差ＳＨＦ修正値決定値
[m /h]3

線図上吹出温度差

4 402   事務室1             

  3878

  3147

  4608   9542

  4414    480   1070  44.9  5.1   2010   2010   4272   6282

   141.6403   事務室2             

  2553   2592   5739

  2951    270    720  37.5  5.1   1609   1696   2403   4099

▲

  4934

合     計

   6431    8081    7200   15281

   7365     750    1790   3619    3706    6675

 0.817 13.0 12.3   －   －  0.977  6.1
[％][℃] [℃]

－－

Δｔh
Qo/ＱrQo

Δｔc 

Δｔc 

＝

4 

qrs

外気量

ＴＨ
i 基準時刻

i 基準時刻

Ｑs ＝ ΣＱr 

 41.9

（
令
和
３
年
版
）

ＳＨi

時 刻 別
外気負荷

[W]

時刻別
熱負荷

[W]

ＴＨo ＴＨ

  5.6

  6.7

外 気
負 荷

[W]

熱負荷
（室内
＋外気）

[W]

  4169   5225   5024  10249

  4414   5470   5184  10654

  4638   5694   4768  10462

時

刻

9

12

14

16

冷 房 暖 房

  2783   3377   2826   6203

9

  2951   3545   2916   6461

12

  3087   3681   2682   6363

14

16

9

12

14

16

9

12

14

16

9

12

14

16

  10381
   6952

   7365

   7725

9

12

14

16

   8602

   9015

   9375

   7850

   8100

   7450

  16452

  17115

  16825

（冷） （暖）



　ユ ニ ッ ト 形 ・ コ ン パ ク ト 形 空 気 調 和 機

No.

記　　号
区分

系　　  統 冷　　房

入　口 加　湿

冷　　　却 加　　　熱

冷　却

能　　　力

暖　　房

加　熱

冷水温度[kW] [℃]

加湿出口出　口 再　熱

入　口

出　口

温水温度

ユ
ニ
ッ
ト
形
・
コ
ン
パ
ク
ト
形
空
気
調
和
機
の
機
器
表

 7

入　口 再熱出口出　口

[℃]空　　気　　状　　態 [℃]

入　口

出　口

ＷＢ
ＤＢ

ＷＢ
ＤＢ

ＷＢ
ＤＢ

ＷＢ
ＤＢ

ACU-1     ACU-1               
30.9 15.0 15.7  11.8 24.9 25.1

  18.6    0.4    8.3    2.5
55

記　　号
送  気

形　　   式
風 量

冷温水量還  気外  気 列  数
フィルター種類

風  速 損失水頭

コ      イ      ル
ろ材通過風速

ACU-1       1790    750   1040 －   53 35.0
[ｍ/ｓ] [kPa]

記　　号
水加  熱

有 効 加 湿 量

動  圧
蒸  気

加湿形式

機外静圧機外全圧

抵          抗

送        風        機

備      考

ACU-1         3.4  290   90  200   1.5 

[Pa]

蒸  気  量 [kg/h]

再  熱

[kg/h]

電動機
[kW]

形番  ACC-24  

ACU-2     ACU-2               

ACU-3     ACU-3               

1223.2 14.0 14.3   6.5 12.4 14.0

  56.9   32.5    0.0

53
 734.8 14.0   1.7 30.6 21.3

   9.2    7.5    0.0

55
1427.6 13.0  -2.1 12.6 12.6 51
 734.8 20.5   1.7 28.0 19.0 55
1227.6 19.4  -2.1 11.6 11.5 51

ACU-2       14.1    90   90    0   1.5 形番  ACU-40  

ACU-3        3.5   380   80  300   0.75 形番  ACU-20  

ACU-2       3180   3180      0  6  116 42.2

ACU-3        810    810      0  8   26 50.1

プレフィルター

ＷＢ
ＤＢ
ＷＢ
ＤＢ

ＷＢ
ＤＢ

[ｍ/ｓ]

（設計値）

（
令
和
３
年
版
）



90
80

70
60

50
40

30

20

10

[℃
]

風 量

湿
り

空
気

線
図

時
刻

系
統

記
号

系
統

名
称

送 風 量 外 気 量

Δh 　　h　　h

吹出温度差

冷 却 量

[W]

再 熱 量

[W]

加 熱 量

[W]

１
４

時
ACU-1     

ACU-1               

    1790      750

 29.7 17721   0.7 418

 13.2 7876    3.4    2680

[kg/h]

加 湿 量

No.

蒸
気

[k
g/

kg
(D

A
)]

χ

2680 kJ/kg

D
B

吹出温度差

冷 房

冷 房

暖 房

暖 房

ＳＨＦ
① 室 内 空 気

温度 t1 [℃] 湿度 [kg/kgDA]1χ

④コイル出口温度

⑤吹出空気温度 熱 水 分 比

空 気 温 度 [℃]

空 気 温 度 [℃]

③コイル入口

③コイル入口

④コイル出口

④コイル出口 ⑤ 加 湿 出 口

⑤ 再 熱 出 口
ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ

ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ

Qs Qo Qs
Qo
＝

①②
①③

4t
[℃]

Δt 　　t　　t=(　-　)1 4

[℃]

=(　 -　 )3c 4c

[kJ/kg(DA)]
(=　・ 　 /3)Qs   Δh

Δt 　　t　　t=(　-　)5 1

[℃]
t　　Δt 　　t=(　　+　)15

[℃]
u

[kJ/kg]

Δh 　　h　　h=(　 -　 )4h 3h

c

h

[kJ/kg(DA)]

c

hh

c

(=　・ 　 /3)Qs   Δhh

Δh 　　h　　h=(　 -　 )5c 4cch

[kJ/kg(DA)]
(=　・ 　 /3)Qs   Δhch

Gs　　　Qs χ　χ=1.2　(　-  )45

0.817  28.0  0.0107
 19.0  0.0054

0.419

 15.0

 25.1

 12.3

  6.1

 30.9  23.2  15.0  14.0  15.7  14.3

 11.8   6.5  24.9  12.4  25.1  14.0

噴
霧
式

（
令
和
３
年
版
）

[kJ/kg(DA)]
比エンタルピー

 55.4
 32.9

温度
②設計用外気(全熱交換器有の場合は、コイル入口外気)

t2 [℃] 湿度 2χ [kg/kgDA] [kJ/kg(DA)]
比エンタルピー

 87.8
  6.2

 0.0206
 0.0018

 34.8
  1.7

±∞

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

0.014

0.016

0.018

0.020

0.022

0.024

0.026

0.028

-10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

1.0
0.9
0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.35

0.75 0.76 0.77 0.78 0.79 0.80 0.81 0.82 0.83 0.84 0.85 0.86 0.87 0.88 0.89 0.90 0.91

-10 0 10 20 30 40 50

①室内空気

②設計用外気

③コイル入口空気

④コイル出口空気

⑤再熱出口空気

=0.817SHF

①室内空気

②設計用外気

③コイル入口空気 ④コイル出口空気

⑤加湿出口



No．コンパクト形空気調和機の算定

　　＝ 　　　≒

系統記号 ACU-1     ACU-1               系統名称

能
　
力
　
算
　
定

設
　
　
　
計
　
　
　
仕
　
　
　
様

：経年係数（1.05)

Ｈc

1.05 17721
18.6

1.05 7876
8.3

冷却能力①

Ｈ

加熱能力②

　風　量
送 風 量

外 気 量

冷水入口温度

温水入口温度

[℃]

[℃]

冷温水量

冷 房

暖 房

入 口
空気温度

③ 冷却能力

④ 加熱能力

ＷＢ

ＤＢ

[kW]

[kW]

空
 
　
気
 
　
調
 
　
和
 
　
機
 
　
の
 
　
算
 
　
定

形番選定(仮) 機器風量

風量比＝

による補正値

送風量
＝

計算式

機器風量

入口空気温度

冷　却

（図5－14）

冷却能力＝③×　×　＝

風量比による
＝補正値

加　熱

冷　却

加　熱ニ

  1790
  2400 0.75

加熱能力＝④×　×　＝
計　算

 13.9×0.84×1.09＝12.727

 17.4×0.80×1.12＝15.590

①

②

有効加湿量
Ｇs [kg/h]

[kg/h]
Ｇ
噴 霧 量

=
η
　 =

 3.4

 1.0
　 =  3.4

Ｇs12.7

15.6

0.84

0.80

1.09

1.12

  2400
13.9

17.4
ACC-24  

 23.2

 11.8

 53

  1790

   750

     7

    55

コ ン パ ク ト 形 空 気 調 和 機

[℃]

 3.4

≧

＜

T
ＧT

○

○

○

○

○

○

○

○

＝  　×コイルの冷却量

Ｋ4

Ｈ 
×

1000

[W]

Lcw
Lcw　　≒ 　　　　　＝　　　　　　　≒

14.3・H 14.3× 18.6

  5

(表5-7)

Ｋ4＝
Qs　ρ　h　　 h　　   K4・ (　 ー　 )・3c 4c

3.6
＝

QsΔh

3

c Ｋ4 コイル冷却量＝ 17721

[kW]
＝ ＝ 18607Ｈc

C

H

Ｈh＝
Qs　ρ　h　　 h　　   K4・ (　 ー　 )・

＝
3.6

Ｋ4
QsΔh

3
＝  　×コイルの加熱量Ｋ44h 3h h

1000

Ｈh
　　＝ 　　　≒Ｈ [kW]

＝ × ＝ [W]
ＨH

コイル加熱量＝

　　＝Ｈ 18.6C C

Ｈc：冷却能力 [W] Ｈh：加熱能力 [W] Qs ：送風量 [㎥/h] ρ：空気の密度　　　(≒1.2)[kg/㎥]

3c 4ch　　h、 ：冷却コイル入口、出口空気の比エンタルピー [kJ/kg(DA)] h　　h、 ：加熱コイル入口、出口空気の比エンタルピー [kJ/kg(DA)]3h 4h

イ ハ

ロ ニ

形  式

風 量

送風量 外気量 還気量 列数 面風速

コ      イ      ル

[ｍ/ｓ]
冷温水量 損失水頭

[kPa]
フィルター種類

ろ材通過風速
[ｍ/ｓ]

  1790    750   1040 －   53 35.0 プレフィルター

区分

ＤＢ

ＷＢ 23.2

30.9

入　口 出　口

15.0

14.0 14.3

15.7

再熱出口

冷　　　却

空　　気　　温　　度 [℃]

加　　　熱

入　口 出　口 加湿出口

 11.8

  6.5 12.4

24.9 25.1

14.0

能　　　力 [kW]

冷　　房 暖　　房

① 冷　却 再　熱 ② 加　熱

  18.6    0.4    8.3

蒸  気  量

加  熱 再  熱

加湿形式

送        風        機

抵        抗

機外全圧 動  圧 機外静圧

電動機

[kW]

 290   90  200   1.5 

有効
加湿量

[kg/h]

噴 霧 量

T
[kg/h]

[kg/h]

備

考

Ｇ

備 考

ロ

イ

Ｇs

判　定

η加湿効率　：

冷温水量

 53

 40.0

8270

7876

　　＝Ｈ H 8.3

18.6Ｈ ＝

  5＝

Lcw ＝

ハ

蒸気噴霧式  3.4  3.4

1.0(蒸気噴霧式)
0.4(水気化式)

[Pa]

Ｃ Ｃ

Δtwc

Δtwc

Δtwc

：冷水出入口温度差

（令和３年版）

(様式 機-022-2より)

(図5-16・17)



 パ ッ ケ ー ジ 形 空 気 調 和 機

No.

系統記号 系　統　名　称

空　　気　　状　　態 冷　却　水

入 口
損 失

機　種　形　式 加      熱

ＤＢ

冷房能力
水 量 圧 力

圧　縮　機

[kW]再熱出口出 口

温 度

容 量

制 御

冷却水

パ
ッ
ケ
ー
ジ
形
空
気
調
和
機
の
機
器
表

[℃]

室記号

[℃]

入口

出口

ACP1-1    

区 分
冷      却

入 口 加湿出口出 口 [kPa]
出 力
電動機

[ｋＷ]

温 度

温 水

[℃]

入口

出口

ＷＢ

系統記号

送　　風　　機

電動機

出力

方位

送風量
静 圧

機 外

屋 外

電動機

出 力

暖 房 能 力

ヒーター

無

ヒ　 ー　 タ 　ー

加 熱

能 力

電 気

容 量
温水量

圧 力

損 失
蒸気量 加湿方式

有 効

加湿量

消 費

電 力

備       考

屋　　内

ヒーター

付

加    湿    器

[kW] [Pa] [kW] [kW] [kPa] [kg/h][kW] [kg/h] [kW]

ACP1-1              
空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
床置直吹形

ACP1-2    ACP1-2              
空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
床置ダクト形  

ACPM-2    ACPM-2              
マルチ形
CK-2

ACPM-2    ACPM-2              
マルチ形
CK-2

ACPM-2    ACPM-2              
マルチ形
CK-2

28.4

20.1

17.9

10.7

28.0

19.5

19.0

11.7

28.0

19.5

19.0

11.7

28.0

19.5

19.0

11.7

28.0

19.5

19.0

11.7

3.6 －  － 

1.9 －  － 

12.2 －  － 

1.0 －  － 

11.3 －  － 

屋外形

 3.2 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ

－ － 

屋内形

 4.8 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ

－ － 

－

－  
  －  

－ － 

－

－  
  －  

－ － 

－

－  
  －  

－ － 

ACP1-1    B103  内部 1.200  2100 － 0.17 4.1 －  － － － － －  －    －  形番  ACP-14  
台数  1

ACP1-2    B102  内部  1.50  3600  50.0 0.75 2.2 －  － － － － －  －    －  形番  ACP-22.4
台数  1

ACPM-2    201   内部  0.22     0 －  －  7.7 －  － － － － －  －    －  形番  ACP-14  
台数  2

ACPM-2    201   NNE  0.06     0 －  －  1.7 －  － － － － －  －    －  形番  ACP-2.2 
台数  1

ACPM-2    201   WNW  0.22     0 －  －  4.9 －  － － － － －  －    －  形番  ACP-14  
台数  1

[kW]

ＤＢ

ＷＢ

ＤＢ

ＷＢ

ＤＢ

ＷＢ

ＤＢ

ＷＢ

   －   

   －   

   －   

   －   

   －   

（
令
和
３
年
版
）



No．

[W]

冷
房
・
暖
房
能
力

[kW] ：暖房能力 [kW]

有効加湿量 [kg/h]：
   150

0.0054

0.0018

1.05 1.05    3051

1.05 1.05    3384

記号 系統ACP1-1    ACP1-1              

備
　
　
考

形  番  ACP-14  
方  位  内部
室記号  B103  
室　名  休憩室              
台　数  1

製　造　者　名

製 造 者 記 号

形 式

[kW]冷 房 能 力
[kW]

[kW]
送
風
機

圧
縮
機

電 動 機 出 力
容 量 制 御

電動機出力
送  風  量
機 外 静 圧

屋

内

[kW]
[℃]

[kg/h]
[kW]

ヒ ー タ ー 種 類
加 熱 能 力
温 水 入 口 温 度
温  水  量
蒸  気  量
電 気 容 量

[kg/h]

[kW]

加
湿
器

形 　 　 式
有 効 加 湿 量
消 費 電 力

[kW]暖 房 能 力

圧 縮 機 位 置

屋外電動機出力 [kW]
[Pa]

( 1/ 1)

：時刻別冷房全熱負荷の集計値の最大値 ：暖房負荷の集計値 [W]
：経年係数(＝1.05 ：能力補償係数(＝1.05) )

：外気量
：室内空気の絶対湿度 ：設計用外気の絶対湿度 [kg/kg(DA)][kg/kg(DA)]

[m/h]
3

空気熱源ヒートポンプパッケージ形空気調和機の算定

空気熱源ヒートポンプパッケージ形空気調和機の算定

ヒー

ター

    3.7

    3.4

   0.6

Ｈc Ｈh

Ｇs

Ｑo

ｑh
Ｋ4 Ｋ5
ｑm

＝1.2   （   －   ）

＝

Ｇs          Ｑo

Ｈh 

＝Ｈc 
ｑm

Ｈc ＝

＝

ｑh

Ｈh

＝

＝

＝

Ｑo

Gs

＝

＝

＝

＝χ1 2χ

χ1 2χ

χ1

2χ

[kW] [kW]

形 番 選 定　  （表5-12～14）

圧 縮 機 出 力

定 格 冷 房 能 力

補助電気ヒーターの有無及び容量

定 格 暖 房 能 力

・無　　・付

ACP-14

12.5 14.0

3.2

選
　
　
　
　
　
定

[kＷ]

kW

床置直吹形

3.6    
3.2    

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ
屋外
1.2    

  2100    
      －       

0.17    
4.1    

     －     
      －       
      －       
      －       
      －       
      －       
      －      
      －       
      －       

設 計 仕 様

3384
3.7

3051
＝ 3.4

：冷房能力

冷房能力　　：[kW]

暖房能力　　：[kW]

     Ｋ4   Ｋ5    ｑm   ・   ・

1000 1000
＝

×　　 ×

×　　 ×

1000

1.000①　　＝

①　　＝ 0.820

②　　＝ 1.035

②　　＝ 1.000

③　　＝ 1.000

③　　＝ 1.000

冷　房 ＤＢ 28.4 ＷＢ 20.1

冷　房 ＤＢ 34.8 ＷＢ 27.7

暖　房 -1.8ＷＢ   42

暖　房 ＤＢ 17.9 ＷＢ 10.7

圧 縮 機 ・屋内　・屋外電 源 周 波 数 [Ｈz] ・50　　　・60　

形 式

①   × ②   × ③

Ｈh
暖 房 能 力 ＝

×
＝

3.4

0.820 1.000 1.000
4.146

× 4.1

[kW]：
3.6

3.575＝
1.000×1.035×1.000

3.7
＝

①   × ②   × ③

Ｈc
冷 房 能 力

高低差
[m]

0.0   5
冷媒相当
 配管長
(片道)[m]

圧縮機 屋外形

室内吸込
空気温度

[℃]

外気温度
[℃]

外気温度による補正値①
　（図5-22,図5-23より）

室内吸込空気温度による補正値②
　　　（図5-24,図5-25より）

冷媒管長さ及び高低差による補正値③
　　　 （図5-26（a）,図5-26（b））

＝HH

＝Ｈh 3.4
＝HH

[kW]：

HC ＝

3.7Ｈc ＝
HC ＝

加
　
湿

能
力
補
正

補
正
値
算
出

補 正 値 算 定 用 　 諸 元 値 補 正 値

Ｋ4   Ｋ5    ｑh・   ・

1000
＝

床置直吹形

＝ 1.2× 150 ×（0.0054－0.0018） 0.6

湿度[%]

冷房

暖房

冷房

暖房

冷房

暖房

冷房 冷房 冷房

暖房 暖房 暖房

＝

（令和３年版）



No．

[W]

冷
房
・
暖
房
能
力

[kW] ：暖房能力 [kW]

有効加湿量 [kg/h]：
    60

0.0054

0.0018

1.05 1.05    1601

1.05 1.05    1682

記号 系統ACP1-2    ACP1-2              

備
　
　
考

形  番  ACP-22.4
方  位  内部
室記号  B102  
室　名  更衣室              
台　数  1

製　造　者　名

製 造 者 記 号

形 式

[kW]冷 房 能 力
[kW]

[kW]
送
風
機

圧
縮
機

電 動 機 出 力
容 量 制 御

電動機出力
送  風  量
機 外 静 圧

屋

内

[kW]
[℃]

[kg/h]
[kW]

ヒ ー タ ー 種 類
加 熱 能 力
温 水 入 口 温 度
温  水  量
蒸  気  量
電 気 容 量

[kg/h]

[kW]

加
湿
器

形 　 　 式
有 効 加 湿 量
消 費 電 力

[kW]暖 房 能 力

圧 縮 機 位 置

屋外電動機出力 [kW]
[Pa]

( 1/ 1)

：時刻別冷房全熱負荷の集計値の最大値 ：暖房負荷の集計値 [W]
：経年係数(＝1.05 ：能力補償係数(＝1.05) )

：外気量
：室内空気の絶対湿度 ：設計用外気の絶対湿度 [kg/kg(DA)][kg/kg(DA)]

[m/h]
3

空気熱源ヒートポンプパッケージ形空気調和機の算定

空気熱源ヒートポンプパッケージ形空気調和機の算定

ヒー

ター

    1.9

    1.8

   0.3

Ｈc Ｈh

Ｇs

Ｑo

ｑh
Ｋ4 Ｋ5
ｑm

＝1.2   （   －   ）

＝

Ｇs          Ｑo

Ｈh 

＝Ｈc 
ｑm

Ｈc ＝

＝

ｑh

Ｈh

＝

＝

＝

Ｑo

Gs

＝

＝

＝

＝χ1 2χ

χ1 2χ

χ1

2χ

[kW] [kW]

形 番 選 定　  （表5-12～14）

圧 縮 機 出 力

定 格 冷 房 能 力

補助電気ヒーターの有無及び容量

定 格 暖 房 能 力

・無　　・付

ACP-22.4

20.0 21.2

4.8

選
　
　
　
　
　
定

[kＷ]

kW

床置ダクト形

1.9    
4.8    

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ
屋内
1.5    

  3600    
 50    
0.75    
2.2    

     －     
      －       
      －       
      －       
      －       
      －       
      －      
      －       
      －       

設 計 仕 様

1682
1.9

1601
＝ 1.8

：冷房能力

冷房能力　　：[kW]

暖房能力　　：[kW]

     Ｋ4   Ｋ5    ｑm   ・   ・

1000 1000
＝

×　　 ×

×　　 ×

1000

1.000①　　＝

①　　＝ 0.820

②　　＝ 1.015

②　　＝ 1.000

③　　＝ 1.000

③　　＝ 1.000

冷　房 ＤＢ 28.0 ＷＢ 19.5

冷　房 ＤＢ 34.8 ＷＢ 27.7

暖　房 -1.8ＷＢ   42

暖　房 ＤＢ 19.0 ＷＢ 11.7

圧 縮 機 ・屋内　・屋外電 源 周 波 数 [Ｈz] ・50　　　・60　

形 式

①   × ②   × ③

Ｈh
暖 房 能 力 ＝

×
＝

1.8

0.820 1.000 1.000
2.195

× 2.2

[kW]：
1.9

1.872＝
1.000×1.015×1.000

1.9
＝

①   × ②   × ③

Ｈc
冷 房 能 力

高低差
[m]

0.0   5
冷媒相当
 配管長
(片道)[m]

圧縮機 屋内形

室内吸込
空気温度

[℃]

外気温度
[℃]

外気温度による補正値①
　（図5-22,図5-23より）

室内吸込空気温度による補正値②
　　　（図5-24,図5-25より）

冷媒管長さ及び高低差による補正値③
　　　 （図5-26（a）,図5-26（b））

＝HH

＝Ｈh 1.8
＝HH

[kW]：

HC ＝

1.9Ｈc ＝
HC ＝

加
　
湿

能
力
補
正

補
正
値
算
出

補 正 値 算 定 用 　 諸 元 値 補 正 値

Ｋ4   Ｋ5    ｑh・   ・

1000
＝

床置ダクト形

＝ 1.2× 60 ×（0.0054－0.0018） 0.3

湿度[%]

冷房

暖房

冷房

暖房

冷房

暖房

冷房 冷房 冷房

暖房 暖房 暖房

＝

（令和３年版）



No．

[W]

冷
房
・
暖
房
能
力

[kW] ：暖房能力 [kW]

有効加湿量 [kg/h]：

1.05 1.05    5215

記号 系統ACP1-3    ACP1-3              

備
　
　
考

形  番  ACP-14  
方  位  内部
室記号  B101  
室　名  事務室              
台　数  1

製　造　者　名

製 造 者 記 号

形 式

[kW]冷 房 能 力
[kW]

[kW]
送
風
機

圧
縮
機

電 動 機 出 力
容 量 制 御

電動機出力
送  風  量
機 外 静 圧

屋

内

[kW]
[℃]

[kg/h]
[kW]

ヒ ー タ ー 種 類
加 熱 能 力
温 水 入 口 温 度
温  水  量
蒸  気  量
電 気 容 量

[kg/h]

[kW]

加
湿
器

形 　 　 式
有 効 加 湿 量
消 費 電 力

[kW]暖 房 能 力

圧 縮 機 位 置

屋外電動機出力 [kW]
[Pa]

( 1/ 1)

：時刻別冷房全熱負荷の集計値の最大値 ：暖房負荷の集計値 [W]
：経年係数(＝1.05 ：能力補償係数(＝1.05) )

：外気量
：室内空気の絶対湿度 ：設計用外気の絶対湿度 [kg/kg(DA)][kg/kg(DA)]

[m/h]
3

空 冷 式 パ ッ ケ ー ジ 形 空 気 調 和 機 の 算 定

空 冷 式 パ ッ ケ ー ジ 形 空 気 調 和 機 の 算 定

ヒー

ター

    5.8

Ｈc Ｈh

Ｇs

Ｑo

ｑh
Ｋ4 Ｋ5
ｑm

＝1.2   （   －   ）

＝

Ｇs          Ｑo

Ｈh 

＝Ｈc 
ｑm

Ｈc ＝

＝

ｑh

Ｈh

＝

＝

＝

Ｑo

Gs

＝

＝

＝

＝χ1 2χ

χ1 2χ

χ1

2χ

[kW] [kW]

形 番 選 定　  （表5-12～14）

圧 縮 機 出 力

定 格 冷 房 能 力

補助電気ヒーターの有無及び容量

定 格 暖 房 能 力

・無　　・付

ACP-14

12.5

3.0

選
　
　
　
　
　
定

[kＷ]

kW

床置ダクト形

5.7    
3.0    

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ
屋内
0.75    
  2280    
 50    
0.4    

設 計 仕 様

5215
5.8

＝

：冷房能力

冷房能力　　：[kW]

暖房能力　　：[kW]

     Ｋ4   Ｋ5    ｑm   ・   ・

1000 1000
＝

×　　 ×

×　　 ×

1000

1.000①　　＝

①　　＝

②　　＝ 1.015

②　　＝

③　　＝ 1.000

③　　＝

冷　房 ＤＢ 28.0 ＷＢ 19.5

冷　房 ＤＢ 34.8 ＷＢ 27.7

暖　房 ＷＢ

暖　房 ＤＢ ＷＢ

圧 縮 機 ・屋内　・屋外電 源 周 波 数 [Ｈz] ・50　　　・60　

形 式

①   × ②   × ③

Ｈh
暖 房 能 力 ＝

×
＝

×

[kW]：
5.7

5.714＝
1.000×1.015×1.000

5.8
＝

①   × ②   × ③

Ｈc
冷 房 能 力

高低差
[m]

0.0   5
冷媒相当
 配管長
(片道)[m]

圧縮機 屋内形

室内吸込
空気温度

[℃]

外気温度
[℃]

外気温度による補正値①
　（図5-22,図5-23より）

室内吸込空気温度による補正値②
　　　（図5-24,図5-25より）

冷媒管長さ及び高低差による補正値③
　　　 （図5-26（a）,図5-26（b））

＝HH

＝Ｈh
＝HH

[kW]：

HC ＝

5.8Ｈc ＝
HC ＝

加
　
湿

能
力
補
正

補
正
値
算
出

補 正 値 算 定 用 　 諸 元 値 補 正 値

Ｋ4   Ｋ5    ｑh・   ・

1000
＝

床置ダクト形

＝ 1.2× ×（ － ）

湿度[%]

冷房

暖房

冷房

暖房

冷房

暖房

冷房 冷房 冷房

暖房 暖房 暖房

＝

（令和３年版）



No．

[W]

冷
房
・
暖
房
能
力

[kW] ：暖房能力[kW]

有効加湿量 [kg/h]：
     0

0.0054

0.0018

1.05 1.05     140

1.05 1.05    2019

記号 系統ACPM-1-1 ACPM-1              

備
　
　
　
考

形  番  ACP-2.2 
方  位  内部
室記号  202   
室　名  事務室1             
台　数  1

( 1/ 6)

：時刻別冷房全熱負荷の集計値の最大値 ：暖房負荷の集計値 [W]
：経年係数(＝1.05 ：能力補償係数(＝1.05) )

：外気量
：室内空気の絶対湿度 ：設計用外気の絶対湿度 [kg/kg(DA)][kg/kg(DA)]

[m/h]
3

    2.2

    0.2

   0.0

Ｈci Ｈhi

Ｇs

Ｑo

ｑhi
Ｋ4 Ｋ5
ｑci

＝1.2   （   －   ）

＝

Ｇs          Ｑo

Ｈhi 

＝Ｈci 
ｑci

Ｈci ＝

＝

ｑhi

Ｈhi

＝

＝

＝

Ｑo

Gs

＝

＝

＝

＝
χ1 2χ

χ1 2χ

χ
1

2χ

[kW] [kW]

形 番 選 定　  （表5-15～16）

定 格 冷 房 能 力 定 格 暖 房 能 力

ACP-2.2

2.2 2.5

選
　
　
　
定

設 計 仕 様

2019
2.2

140
＝ 0.2

：冷房能力

冷房能力　　：[kW]

暖房能力　　：[kW]

     Ｋ4   Ｋ5    ｑci   ・   ・

1000 1000
＝

×　　 ×

×　　 ×

1000

①　　＝ 1.015

①　　＝ 1.000

冷　房 ＤＢ 28.0 ＷＢ 19.5

暖　房 ＤＢ 19.0 ＷＢ 11.7

電 源 周 波 数 [Ｈz] ・50　　　・60　

形 式

①

Ｈhi
暖 房 能 力 ＝ ＝

0.2

1.000
0.200

0.2

[kW]：
2.2

2.167＝
1.015

2.2
＝

①

Ｈci
冷 房 能 力

室内吸込
空気温度

[℃]

室内吸込空気温度による補正値①
　　　（図5-24,図5-25より）

＝Hhi1

＝Ｈhi 0.2
＝Hhi1[kW]：

Hci1＝

2.2Ｈci ＝
Hci1＝

加
　
湿

能
力
補
正

補
正
値
算
出

補 正 値 算 定 用 　 諸 元 値 補 正 値

Ｋ4   Ｋ5    ｑhi・   ・

1000
＝

ｶｾｯﾄ形(2方向)
(CK-2)

＝ 1.2× 0 ×（0.0054－0.0018） 0.0

冷房

暖房

冷房

暖房

マルチパッケージ形空気調和機の算定

マルチパッケージ形空気調和機　（屋内機）

製　造　者　名

製 造 者 記 号

形 式

冷 房 能 力
電動機出力屋

内

送
風
機

送  風  量
機 外 静 圧 [Pa]

[kW]

[kW]暖 房 能 力

[kW]

加
湿
器

形 　 　 式
有 効 加 湿 量
消 費 電 力

[kg/h]
[kW]

備
　
　
　
　
考

ｶｾｯﾄ形(2方向)
(CK-2)
2.2    
0.06    
    0    

      －       
0.2    

      －      
      －       
      －       

圧 縮 機 駆 動 方 式 ・EHP  ・GHP

Hci2(   ) (   )Hhi2

＝

（令和３年版）



No．

[W]

冷
房
・
暖
房
能
力

[kW] ：暖房能力[kW]

有効加湿量 [kg/h]：
   952

0.0054

0.0018

1.05 1.05    8277

1.05 1.05   10044

記号 系統ACPM-1-7 ACPM-1              

備
　
　
　
考

形  番  ACP-22.4
台　数  1

：時刻別冷房全熱負荷の集計値の最大値 ：暖房負荷の集計値 [W]
：経年係数(＝1.05 ：能力補償係数(＝1.05) )

：外気量
：室内空気の絶対湿度 ：設計用外気の絶対湿度 [kg/kg(DA)][kg/kg(DA)]

[m/h]
3

   11.1

    9.1

   4.1

Ｈci Ｈhi

Ｇs

Ｑo

ｑhi
Ｋ4 Ｋ5
ｑci

＝1.2   （   －   ）

＝

Ｇs          Ｑo

Ｈhi 

＝Ｈci 
ｑci

Ｈci ＝

＝

ｑhi

Ｈhi

＝

＝

＝

Ｑo

Gs

＝

＝

＝

＝
χ1 2χ

χ1 2χ

χ
1

2χ

[kW] [kW]

形 番 選 定　  （表5-15～17）

定 格 冷 房 能 力 定 格 暖 房 能 力

ACP-22.4

22.4 13.9

選
　
　
　
定

設 計 仕 様

10044
11.1

8277
＝ 9.1

：冷房能力

冷房能力　　：[kW]

暖房能力　　：[kW]

     Ｋ4   Ｋ5    ｑci   ・   ・
＝

×　　 ×

×　　 ×

必要外気量

必要外気量　≦　送風量　→

電 源 周 波 数 [Ｈz] ・50　　　・60　

形 式

加
　
湿

Ｋ4   Ｋ5    ｑhi・   ・
＝

床置隠ぺい
(FIO)

＝ 1.2× 952×（0.0054－0.0018） 4.1

マルチパッケージ形空気調和機の算定

外気処理ユニット

製　造　者　名

製 造 者 記 号

形 式

冷 房 能 力
電動機出力屋

内

送
風
機

送  風  量
機 外 静 圧 [Pa]

[kW]

[kW]暖 房 能 力

[kW]

加
湿
器

形 　 　 式
有 効 加 湿 量
消 費 電 力

[kg/h]
[kW]

備
　
　
　
　
考

床置隠ぺい
(FIO)
11.0    
1.50    
 1680    
201.0    
9.0    

      －      
      －       
      －       

圧 縮 機 駆 動 方 式 ・EHP  ・GHP

Hci2(   ) (   )Hhi2

＝

（令和３年版）

外
気
量

：    930 送風量Qo ：   1680

OK

①　　＝ 1.010

①　　＝ 1.010

冷　房 ＤＢ 34.8 ＷＢ 27.7

暖　房 ＤＢ  1.7 ＷＢ -1.8

①Ｈhi暖 房 能 力 ＝ ＝9.1 1.010 9.191
9.2

[kW]：
11.2

11.211＝1.01011.1＝①Ｈci冷 房 能 力

屋外吸込
空気温度

[℃]

屋外吸込空気温度による補正値①
　　　（図5-27,図5-28より）

＝Hhi1

＝Ｈhi 9.1
＝Hhi1[kW]：

Hci1＝

11.1Ｈci ＝
Hci1＝

能
力
補
正

補
正
値
算
出

補 正 値

冷房

暖房

冷房

暖房

補 正 値 算 定 用 　 諸 元 値

1000 1000

1000 1000

・

・ ×

×



No．

[W]

冷
房
・
暖
房
能
力

[kW] ：暖房能力 [kW]

1.05 1.05   14852

1.05 1.05   26344

記号 系統ACPM-1 ACPM-1              

備
　
　
　
　
考

製　造　者　名

製 造 者 記 号

形 式

：時刻別冷房全熱負荷の集計値の最大値 ：暖房負荷の集計値 [W]
：経年係数(＝1.05 ：能力補償係数(＝1.05) )

   29.0

   16.4

Ｈco ＨhoＫ4 Ｋ5
ｑco

＝Ｈho 

＝Ｈco 
ｑco

Ｈco＝

＝

ｑho

Ｈho

＝

＝

＝

[kW] [kW]

形 番 選 定　  （表5-17）

定 格 冷 房 能 力 定 格 暖 房 能 力

ACP-45

45.0 45.0

選
　
　
　
定

設 計 仕 様

26344
29.0

14852
＝ 16.4

：冷房能力

冷房能力　　：[kW]

暖房能力　　：[kW]

     Ｋ4   Ｋ5    ｑco   ・   ・

1000 1000
＝

×　　 ×

×　　 ×

1000

1.000①　　＝

①　　＝ 0.820

②　　＝ 1.000

②　　＝ 1.000

冷　房 ＤＢ 34.8 ＷＢ 27.7

暖　房 -1.8ＷＢ   42

電 源 周 波 数 [Ｈz] ・50　　　・60　

①   × ②

Ｈho
暖 房 能 力 ＝

×
＝

16.4

0.820 1.000
20.000

20.0

[kW]：
29.0

29.000＝
1.000×1.000

29.0
＝

①   × ②

Ｈco
冷 房 能 力

高低差 [m] 12.0  5冷媒相当配管長
　　(片道)[m]

外気温度

[℃]

外気温度による補正値①
　（図5-22,図5-23より）

冷媒管長さ及び高低差による補正値②
　　　（図5-26(a)、図5-26(b)）

＝Hho1

＝Ｈho 16.4
＝Hho1[kW]：

Hco1＝

29.0Ｈco ＝
Hco1＝能

力
補
正

補
正
値
算
出

補 正 値 算 定 用 　 諸 元 値 補 正 値

Ｋ4   Ｋ5    ｑho・   ・

1000
＝

湿度[%]

冷房

暖房

冷房

暖房

冷房 冷房

暖房 暖房

圧 縮 機 駆 動 方 式 ・EHP  ・GHP

冷 房 能 力 [kW]

機 器 入 力 [kW]電
動
機
等

ガス消費量

ガス種別
[kW]

冷 房
暖 房

暖 房 能 力 [kW]

備
　
　
　
　
考

形  番  ACP-45  
台  数  1

45.0    
17.70    

      －       
      －       
      －       

45.0    

ガ ス 種 別       －       

マルチパッケージ形空気調和機の算定

マルチパッケージ形空気調和機　（屋外機）

ｑho

(   )Hco2 (   )Hho2

（令和３年版）



マルチパッケージ形空気調和機の算定 No．

記号 ( 1/ 1)系統屋内機と屋外機の組み合わせの確認（１）

屋内機記号 形番

屋
　
　
内
　
　
機
　
　
冷
　
　
暖
　
　
房
　
　
出
　
　
力

冷
　
　
　
　
　
　
　
房

暖
　
　
　
　
　
　
　
房

⑦
定格能力

⑧
外気温度による補正値

(様式 機-029-3)
⑨

屋外機出力(⑦×⑧×⑨)

[kW] [kW]

冷媒管長さ及び高低差に

よる補正値(様式 機-029-3)

⑩     ＝

⑪     ＝

＝

＝

冷房

暖房

確　認

屋

外

機

冷

暖

房

出

力

⑤(　　　　) 　 ⑩(　　　　) かつ  ⑥(　　　　) 　 ⑪(　　　　)

（合計）⑥     ＝

（合計）⑤     ＝

ACPM-1    ACPM-1              

2.2 1.015 2.2ACPM-1-1 ACP-2.2

2.8 1.015 2.8ACP-2.8

4.5 1.015 4.6ACP-4.5

5.6 1.015 5.7ACP-5.6

3.6 1.015 3.7ACP-3.6

2.2 1.015 2.2ACP-2.2

22.4ACP-22.4

43.8

2.5 1.000 2.5ACP-2.2

3.2 1.000 3.2ACP-2.8

5.0 1.000 5.0ACP-4.5

6.3 1.000 6.3ACP-5.6

4.0 1.000 4.0ACP-3.6

2.5 1.000 2.5ACP-2.2

13.9ACP-22.4

37.5

ACP-45  

45.0

45.0

1.000

0.820

1.000

1.000

 45.0

 36.9

43.8 45.0 36.937.5≦ ＞

台
数

 1

Ｈhi4

Ｈci4

Ｈ

Ｈ

co3

ho3

Ｈ

Ｈ

co2

ho2

ACPM-1-2  1

ACPM-1-3  1

ACPM-1-4  1

ACPM-1-5  1

ACPM-1-6  1

ACPM-1-7

ACPM-1-1  1

ACPM-1-2  1

ACPM-1-3  1

ACPM-1-4  1

ACPM-1-5  1

ACPM-1-6  1

ACPM-1-7

屋外機形番

（令和３年版）

①屋内機
定格能力

(冷房     ,
 暖房     )

②室内吸込
空気温度
による補正値
(様式 機-029-1)

④屋内機出力
(①×②)

[kW]
Ｈci2
Ｈhi2

③屋外吸込
空気温度
による補正値

(様式 機-029-2)
(外気処理ユニット) (冷房     ,

 暖房     )

[kW]
Ｈci3
Ｈhi3

④屋内機出力
(①÷③)

(冷房     ,
 暖房     )

[kW]
Ｈci3
Ｈhi3

1.010

1.010

22.2

13.8



(冷房     ,暖房     )
(様式 機-029-1、029-2)

マルチパッケージ形空気調和機の算定 No．

記号 ( 1/ 1)系統屋内機と屋外機の組み合わせの確認（２）

屋内機記号
(冷房     ,暖房     )

出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

冷
　
　
　
　
　
　
　
房

暖
　
　
　
　
　
　
　
房

ACPM-1    ACPM-1              

各屋内機に配分される冷暖房出力の確認（⑩＜⑤または⑪＜⑥となる場合）

確認
屋内機に配分される出力

(冷房     ,暖房     )
[kW]

屋内機の必要能力 [kW]
出力配分計算式

④

⑤
×⑩

④

⑥
×⑪

×　   ＝

ACPM-1-1 2.2 2.3 ＞ 2.2

2.8 2.9 ＞ 2.5

4.6 4.7 ＞ 4.4

5.7 5.9 ＞ 4.8

3.7 3.8 ＞ 2.9

2.2 2.3 ＞ 1.0

22.2 22.8 ＞ 11.0

  2.5 2.5 ＞ 0.2

  3.2 3.1 ＞ 1.5

  5.0 4.9 ＞ 0.3

  6.3 6.2 ＞ 3.0

  4.0 3.9 ＞ 0.5

  2.5 2.5 ＞ 1.7

 13.8 13.6 ＞ 9.0
Ｈ

Ｈ

hi3

hi4

Ｈhi5

Ｈho3

　   ＝

×　   ＝
Ｈ

Ｈ

ci3

ci4

Ｈci5

Ｈco3

Ｈci5 Ｈhi5
Ｈci1 Ｈhi1

Ｈci3

　   ＝

Ｈhi3

ACPM-1-2

ACPM-1-3

ACPM-1-4

ACPM-1-5

ACPM-1-6

ACPM-1-7

ACPM-1-1

ACPM-1-2

ACPM-1-3

ACPM-1-4

ACPM-1-5

ACPM-1-6

ACPM-1-7

（令和３年版）

④屋内機出力(①×②)[kW]
又は屋内機出力(①÷②)[kW]



各室暖房負荷
Δｔhr

（qrh）
（Ｑs）

＝
送風量

の累計値×3
＝q cr q cSH －　q'co ＝

3
(t　－ t　)・ 4c

q cSH －
Qo 1c

※外気量制御がある場合は、Qoは最低風量とする。

sQ' ＝還気量　外気量 ＝ 3qcr
 t　－ t　3c1c

＋Qo＋

s ＝Q各室 3×客室
Δｔc 

q cSH

＝t 3h t 1h ＋
Qs－Qo
3・q rh

（仮定＝    ）

　各　　　室　　　風　　　量

No.

階

    70.8

室記号 室　   名

室容積

[m ]3

時刻別室内負荷
外気量

回 数

ＴＨi

冷房室内顕熱
負荷の最大値

送風量

系統記号 DCU-1     １階事務室系統      ( 1/ 1)

換 気Qo/Ｑs
室 内 負 荷 暖房

系統名称

[W]

[％] [℃]
Δth

[回/h]

Ｖ

[W]

Qo Ｑs
[W]

ＳＨ ＴＨ

温度差

形番

各
 
室
 
風
 
量

ＳＨ
ＳＨＦ

ＳＨＦ 吹出温度差ＳＨＦ修正値決定値
[m /h]3

線図上吹出温度差

1 102   事務室1             

  1959

  1680

  1152   3375

  2069    120    520 23.1  7.3  1794  1824  1068  2892

    70.8103   事務室2             

  1350

  4636

  1440   3120

  1494    150    370 40.5  5.2  1089  1119  1335  2454

▲

   141.6104   事務室3             

  3976   2880   7516

  4269    300   1060 28.3  7.5  4292  4379  2670  7049

  2223

合     計

   7285   8539   5472  14011

   7832     570    1950   7175   7322   5073

 0.862 12.1   －   －  0.980 11.0
[％][℃] [℃]

－－

Δｔhr
Qo/ＱrQo

Δｔcr＝

1 

1 

q

外気量
ＴＨ

i 基準時刻

i 基準時刻

Ｑs ＝ Qo＋Q

 29.2

（
令
和
３
年
版
）

ＳＨi

時 刻 別
外気負荷

[W]

時 刻 別
熱 負 荷

[W]

ＴＨo ＴＨ

 13.5

 14.9

 16.9

外 気
負 荷

[W]

熱負荷
（室内
＋外気）

[W]

  2051   2315   1256   3571

  2069   2333   1296   3629

  2010   2274   1192   3466

時

刻

9

12

14

16

冷 房 暖 房

  1471   1801   1570   3371

9

  1494   1824   1620   3444

12

  1421   1751   1490   3241

14

16

  4223   4883   3140   8023

9

  4269   4929   3240   8169

12

  4096   4756   2980   7736

14

16

9

12

14

16

9

12

14

16

  12395
   7745

   7832

   7527

9

12

14

16

   8999

   9086

   8781

   5966

   6156

   5662

  14965

  15242

  14443

（冷） （暖）

還気量

Ｑ

   400

   220

   760

   1380

cSH
RA

RA

Qo    /
Qo

MIN

[W]

顕熱コイル
の負荷最大
値　　　 [m /h]3

送風量(仮)
Q's

1.0    5172   1950

q cr



③顕熱(室内負
荷用)コイル出
口

χ 外気量 Qo

90
80

70
60

50
40

30

20

10

[℃
]

風 量

湿
り

空
気

線
図

時
刻

系
統

記
号

系
統

名
称

送風量(仮)

(潜熱)冷却量

[W]

(潜熱)加熱量

[W]

１
４

時
DCU-1     

１
階
事
務
室
系
統
      

    1950      570

9690

5073    2.5       0

[kg/h]

加 湿 量

No.

[k
g/

kg
(D

A
)]

χ

D
B

吹出温度差

冷房

冷房

暖房

暖房

ＳＨＦ
① 室 内 空 気 ② 設 計 用 外 気

温度 t1 [℃] 湿度 [kg/kg(DA)]1 温度 t2 [℃] 湿度χ2 [kg/kg(DA)]

⑤混合空気温度

熱 水 分 比

空 気 温 度 [℃]

空 気 温 度 [℃]

③顕熱(室内負荷用)コイル出口 ④潜熱(外気負荷用)コイル出口

ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ

Q's Q's
Qo

＝
③④
③⑤

5ct
[℃]

Δt 　　t　　t=(　-　)1c 5c

[℃]
(=　・ 　 /3)Qo  Δh

u
[kJ/kg]

c co

(=　 ・ 　 /3)　Qo  Δh ho Gs　  Qoχ　χ=1.2    (　 -    )2h1h

0.862  28.0  34.8 0.0107  0.0206
 19.0  0.0054   1.7  0.0018

0.292

 15.9  12.1  16.7  15.6  14.0  13.0

 34.6  17.4  28.1  11.6

（
令
和
３
年
版
）

比エンタルピー

   55.4
   32.9

[kJ/kg(DA)] [kJ/kg(DA)]
比エンタルピー

   87.8
    6.2

50%以下→OK

吹出空気状態点⑤より、q

qho

co
SHF線を引いた際の

28℃上の湿度判定 ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ

③顕熱(室内負荷用)コイル入口 ④潜熱(外気負荷用)コイル入口

④潜熱(外気負荷用)コイル出口④潜熱(外気負荷用)コイル入口

ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ

③顕熱(室内負荷用)コイル出口

ＤＢ ＷＢ

①顕熱(室内負荷用)コイル入口

ＤＢ ＷＢ

③顕熱コイル出口温度
3ht

[℃]

3ct
[℃]

④潜熱(外気負
荷用)コイル出
口 4ct

[℃]

[kJ/kg(DA)]

[kJ/kg(DA)]

Δh 　　h　　h(=　-　)2c 4cco

Δh 　　h　　h(=　-　)4h 2hho

 16.7

 34.6

 14.0  28.0  19.5  34.8  27.6

 19.0  11.5  -2.1  1.7

 51.0

 26.7

±∞

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

0.014

0.016

0.018

0.020

0.022

0.024

0.026

0.028

-10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

1.0
0.9
0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.35

0.75 0.76 0.77 0.78 0.79 0.80 0.81 0.82 0.83 0.84 0.85 0.86 0.87 0.88 0.89 0.90 0.91

-10 0 10 20 30 40 50

①室内空気

②設計用外気

③顕熱コイル出口空気

④潜熱コイル出口空気

⑤混合空気 =0.862SHF

①室内空気

②設計用外気

③顕熱コイル出口空気

④潜熱コイル出口空気

（④'潜熱コイル加湿出口）

⑤混合空気



ｑ     K4

No．

　　＝ 　　　≒

系統記号 DCU-1     １階事務室系統      系統名称

能

　

力

　

算

　

定

設
　
　
　
計
　
　
　
仕
　
　
　
様

：経年係数（1.05)

Ｈcr 1.055198

5.5

1.057176

7.5

冷却能力

Ｈ

加熱能力

冷温水量

加湿量

Ｇs
[kg/h] [kg/h]

Ｇ
噴 霧 量 =

η
　 =

 2.5

 0.4

　 =  6.3

Ｇs

 16

 2.5
T

ＧT

Ｋ4

Ｈ 

×

1000

[W]

Lcwr Lcwr　　≒ 　　　　　＝　　　　　　　≒
14.3・H 14.3× 5.5

  5

＝ ･ コイル冷却量＝ 5198

[kW]

＝ ＝ 5458

Ｈcr
CR

HR

Ｈhr

1000

Ｈhr
　　＝ 　　　≒Ｈ [kW]

＝ × ＝ [W]

ＨHR

コイル加熱量＝

　　＝Ｈ 5.5CR CR

Ｈcr：顕熱冷却能力 [W] Ｈhr：顕熱加熱能力 [W]

形  式

風量

面風速
コ

イ

ル

[ｍ/ｓ]

冷温水量

エアフィルター

   570  1950

横形

ＤＢ ＷＢ
19.528.0

16.7 15.6
19.0 11.5

17.434.6

蒸気量
加 湿 器

機外全圧 動  圧 機外静圧

有効加湿量 噴 霧 量[kg/h]

備

考

η加湿効率　：

  5

7535 7176

　　＝Ｈ HR 7.5

 16

＝

Lcwr ＝

 2.5

 6.3

[Pa]

CR

Δtwc

Δtwcr

Δtwcr

：顕熱コイル冷水　　
　出入口温度差

潜熱(外気負荷用)・顕熱(室内負荷用)分離形の空気調和機の算定

潜熱(外気負荷用)・顕熱(室内負荷用)分離形の空気調和機

cr

＝

顕

熱

コ

イ

ル

　　＝ 　　　≒

1.059690

10.2

1.055073

5.3

冷却能力

Ｈ

加熱能力

冷温水量
 29

Ｈ 

×

1000

[W]

Lcwo Lcwo　　≒ 　　　　　＝　　　　　　　≒
14.3・H 14.3× 10.2

  5

コイル冷却量＝ 9690

[kW]

＝ ＝ 10175

Ｈco
CO

HO 1000

Ｈho
　　＝ 　　　≒Ｈ [kW]

＝ × ＝ [W]

ＨHO

コイル加熱量＝

　　＝Ｈ 10.2CO CO

  5

5327 5073

　　＝Ｈ HO 5.3

 29

＝

Lcwo ＝

CO

Δtwc

Δtwco

潜

熱

コ

イ

ル

Ｈco＝

Ｈho＝

[kg/h]

1.0（蒸気加湿）
0.4（気化式、
水加圧噴霧）

Ｇs

TＧ ＝

＝

　 = [kg/h]

Gs      　Qo　x　　 x＝1.2  (　 ー　 )1h 2h

Ｈco：潜熱冷却能力 [W] Ｈho：潜熱加熱能力 [W]

Δtwco：潜熱コイル冷水　　
　出入口温度差[℃] [℃]

Lcwr ：顕熱コイル冷温水量 Lcwo ：潜熱コイル冷温水量

：加湿量Ｇs [kg/h] 1h 2hx　　x ：室内空気、設計外気の
　絶対湿度

、
[kg/kg(DA)]

TＧ ：噴 霧 量 [kg/h]

[Pa] [Pa]

送風量 外気量

台数形

式

用途

顕熱コイル

潜熱コイル

列数

[列]

損失水頭

[kPa]

温度
条件
[℃]

入口
出口

空気側条件
夏季 冬季

ＤＢ ＷＢ

入口
出口

34.8
14.0 13.0

27.6  1.7
28.1

-2.1
11.6

 16

 29

[kg/h] [kg/h]

形  式 通過風速 [m/s]用　途

顕熱空調用

潜熱空調用

冷却
能力

加熱
能力

[kW] [kW]

5.5 7.5

5.310.2

（令和３年版）

ｑ     K4･hr

還気量

  1380

ｑ     K4･co

ｑ     K4･ho



q    Qｏ Δh

90
80
70
60
50

40

30

20

10

[℃
]

風 量

湿
り

空
気

線
図

時
刻

系
統

記
号

系
統

名
称

還気量 外気量

（予冷）冷却量

[W]

（予熱）加熱量 １
４

時
SDU-1     

2-3階
事
務
室
系
統
         1000     2370

  8.6 31600

 40.0 31600    6.3
[kg/h]

加湿量

No.

[k
g/

kg
(D

A
)]

χ

D
B

冷房

冷房

暖房

暖房

① 室 内 空 気 ② 設 計 用 外 気
t 1

[℃]
絶対湿度
[kg/kgDA]

1χ t 2
[℃]

絶対湿度χ2 Q Qo

３ｃt
[℃]

= ・ /c

Gs　　　Qo χ　χ=1.2　(　-  )4h1h

 28.0  34.8 0.0107  0.0206
 19.0  0.0054   1.7  0.0018   0.4

 18.0

c

再生空気出口⑥

[℃]
６ｃt

発 現 率

0.44

0.21

⑤ 除 湿 限 界 点
相対湿度

[％]

[％]
相対湿度

⑤ 加 湿 限 界 点

絶対湿度 ５Cχ
[kg/kg(DA)]
 0.0036

χ絶対湿度 ５ｈ

[kg/kg(DA)]
 0.0082

③ 予 冷 コ イ ル 出 口 空 気
相対湿度

[％]
 90.0

絶対湿度 ３Cχ
[kg/kg(DA)]
 0.0117

③ 予 熱 コ イ ル 出 口 空 気
温度(DB) 絶対湿度相対湿度３ht ３hχ

[kg/kg(DA)][％][℃]
 41.7   3.6  0.0018

 39.0

 34.9

[kg/kg(DA)]

（
令
和
３
年
版
）

温度(DB)

温度(DB)

温度(WB)
[℃]

温度(WB)
[℃]

[kJ/kgDA]
比エンタルピー

比エンタルピー
[kJ/kgDA]

比エンタルピー
[kJ/kgDA]

温度(DB) 温度(WB)
[℃]

再 生 熱
種別

（温水、蒸気） [℃]
温度 流量

[L/min]
蒸気量
[kg/h]

温度 比エンタルピー
[kJ/kgDA]

h ６ｃ

比エンタルピー
[kJ/kgDA]

再生コイル加熱能力

= ・Q   (h - h )  K
[W]crH

RA    6c    1c      4・ /3

（発現率）

デシカントロータの
効率(潜熱)× 5      4K /K

H  [W]≦H  [W]cr                R

(≦でない場合は、
再生空気温度   を再設定)t6c

再生温水の利用熱量
H  [W]R

=69.8×流量×　⊿ｔ

RA

風量比
QRA/Qo

④デシカントロータ通過後（吹出空気）

④デシカントロータ通過後

温度(DB)t4ｃ[℃]

温度(DB)t4h [℃]

絶対湿度χ4C

絶対湿度χ4h

[kg/kg(DA)]

[kg/kg(DA)]

t         (t     t   )  4ｃ             3c     6c=0.5   +

t         t         t     4h           3h          1h=0.7  +0.3

温度(WB)
[℃]

温度(WB)
[℃]

比エンタルピー
[kJ/kgDA]

比エンタルピー
[kJ/kgDA] [W]

q    qch=

デシカント
ロータ

効率（潜熱）
[%]

※冷房時の必要効率の確認
(≧でない場合は、
③を再設定)

3

⑥加湿出口
温度
(DB)
[℃]

温度
(WB)
[℃]

デシカントロータ
必要効率（潜熱）[%]
（=発現率×    ）4      5K /K

温水   340 - 60.0  60.0  88.3    11515 ≦    11517

 55.4
 32.9

 27.6
 -2.1

 87.8
  6.2

 55 ≧  51

 16.9  47.8  0.0081  20.9  60.1

 16.8  46.2  0.0032  15.6  43.3  29.3 15.5

OK

OK ― 25

±∞

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

0.014

0.016

0.018

0.020

0.022

0.024

0.026

0.028

-10-8-6-4-20 2 4 6 8101214161820222426283032343638404244464850525456586062646668707274767880

1.0
0.9
0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.750.760.770.780.790.800.810.820.830.840.850.860.870.880.890.900.910.920.930.940.950.960.970.980.991.00

-10 0 10 20 30 40 50 60 70 80

①室内空気

②設計用外気

③コイル出口空気

④吹出空気（ロータ通過後空気（外気側））

⑤除湿限界点

⑥再生空気

①室内空気

②設計用外気
③コイル出口空気

④ロータ通過後空気（外気側・補正前）

⑤加湿限界点

⑥吹出空気



：予熱コイル入口、出口
　空気の比エンタルピー

h　　h

・ (　 ー　 )・Qo　ρ　h　　 h　　   K4 QoΔh

No．

　　＝ 　　　≒

系統記号 SDU-1     2-3階事務室系統     系統名称

能

　

力

　

算

　

定

設
　
　
　
計
　
　
　
仕
　
　
　
様

：経年係数（1.05)

Ｈc

1.05 31600
33.2

1.05 31600
33.2

冷却能力

Ｈ

加熱能力

冷温水量

加湿量

Ｇs
[kg/h] [kg/h]

Ｇ
噴 霧 量 =

η
　 =

 6.3

 0.4

　 = 15.8

Ｇs

 95

 6.3
T

ＧT

＝   ×コイルの冷却量

Ｋ4

Ｈ 
×

1000

[W]

Lcw Lcw　　≒ 　　　　　＝　　　　　　　≒
14.3・H 14.3× 33.2

  5

Ｋ4＝
3.6

＝ Ｋ4 コイル冷却量＝ 31600

[kW]
＝ ＝ 33180Ｈc

C

H

Ｈh ＝ ＝   ×コイルの加熱量Ｋ42h3h

1000

Ｈh
　　＝ 　　　≒Ｈ [kW]

＝ × ＝ [W]ＨH

コイル加熱量＝

　　＝Ｈ 33.2C C

Ｈc ：予冷冷却能力 [W] Ｈh ：予熱加熱能力 [W] Qo ：外気量 [㎥/h]

ρ：空気の密度
　(≒1.2)

[kg/㎥] 2c 3c、 ：予冷コイル入口、出口
　空気の比エンタルピー

[kJ/kg(DA)]

h　　h、

[kJ/kg(DA)]

２h 3h

形　式

送風量

面風速
コ

イ

ル

[ｍ/ｓ]

冷温水量

  2370

送風機

ＤＢ ＷＢ
27.634.8

18.0 16.9
 1.7 -2.1

16.841.7

蒸気量

加 湿 器

機外全圧 動  圧 機外静圧

加湿量 噴 霧 量
[kg/h]

備

考

η加湿効率　：

  5

33180

31600

　　＝Ｈ H 33.2

 95

＝

Lcw ＝

 6.3

 15.8

[Pa]

Ｃ

Δtwc

Δtwc

Δtwc

：予冷コイル冷水出入口
　温度差

潜熱・顕熱分離(デシカント)形空気調和機の算定

デ シ カ ン ト 空 気 調 和 機

3

hＫ4
3.6

＝

冷
温
水
コ
イ
ル
　
予
冷
・
予
熱

1.05 10967
11.5

加熱能力

温 水 量
 33Lw Lw　　≒ 　　　　　＝　　　　　　　≒

14.3・H 14.3× 11.5

  5

CR 1000

Ｈcr
　　＝ 　　　≒Ｈ [kW]

＝ × ＝ [W]ＨCR

コイル加熱量＝

  5

11515

10967

　　＝Ｈ CR 11.5

 33

＝

Lw ＝

温
水
コ
イ
ル
　
再
生
熱

Ｈcr

[kg/h]

1.0（蒸気加湿）
0.4（気化式、
水加圧噴霧）

Ｇs

TＧ ＝

＝

　 = [kg/h]

Gs      　Qo　x　　 x＝1.2  (　 ー　 )1h 4h

Ｈcr：再生加熱能力 [W] [W]

1ch　　h6c、 ：再生コイル入口、出口
　空気の比エンタルピー

[℃]
Lcw ：予冷コイル冷温水量

：加湿量Ｇs [kg/h] 1h 2hx　　x ：室内空気、設計外気の
　絶対湿度

、
[kg/kg(DA)]

TＧ ：噴 霧 量 [kg/h]

[Pa] [Pa] 台数形

式

用途

冷温水コイル
（予冷・予熱）

温水コイル
（再生熱）

列数

[列]

損失水頭

[kPa]

温度
条件
[℃]

入口
出口

空気側条件
夏季 冬季

ＤＢ ＷＢ

入口
出口

28.0
60.0 28.0

19.5

 95

 33

[kg/h] [kg/h]
形  式

通過風速
[m/s]

（
））

Qo　ρ　h　　 h　　   K4・ (　 ー　 )・2c 3c QoΔh

3

c

      (   ー   )･ρ h　　  h　    K4 Δh
＝ ＝   ×コイルの加熱量Ｋ41c6c

3

crＫ4
3.6

＝

Δtwh

Δtwh
CR

））
（

加

湿

器

[kJ/kg(DA)]
Δtwh ：再生コイル温水出入口

　温度差 [℃]

デシカントローター

ろ材通過風速
[m/s]

種 類
エアフィルター

Lw ：再生コイル温水量

外気用

排気用

加熱
能力

冷却
能力
[kW] [kW]

33.2 33.2

11.5

除湿能力
[kg/h]

圧力損失
[kPa]

 6.3  15.8

（令和３年版）

空気側条件
冬季夏季

ＤＢ ＷＢ[℃] ＤＢ ＷＢ

温度
条件

入口
出口

入口

出口

(予冷・予熱コイル出口参照)

↑

39.0 34.9 15.620.9

15.529.3

QRA QRA

QRA ：還気量 [㎥/h] [W]



Δt 　    q    Q  =3×  /  t

=(　-　  )t

90
80

70
60

50
40

30

20

10

[℃
]

風 量

湿
り

空
気

線
図

時
刻

系
統

記
号

系
統

名
称

送 風 量 外 気 量

Δh 　　h　　h

吹出温度差

冷 却 量

[W]

加 熱 量

[W]

１
４

時
ACU-SD1   

2階
事
務
室
系
統
       

    3240      930

 16.0 17280

  3.1 3348

No.

[k
g/

kg
(D

A
)]

χ

D
B

吹出温度差

冷 房

冷 房

暖 房

暖 房

ＳＨＦ
① 室 内 空 気

温度 t1 [℃] 湿度 [kg/kgDA]1χ

⑧コイル出口

熱 水 分 比

空 気 温 度 [℃]

空 気 温 度 [℃]

⑦コイル入口

⑦コイル入口

⑧コイル出口

⑧コイル出口

ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ

ＤＢ ＷＢ ＤＢ ＷＢ

Qs Qo Qs
Qo
＝
①④
①⑦

8c

[℃]
Δt 　 t 　　t= 　-　 1c 8c

[℃]

=(　 -　 )7c 8c

[kJ/kg(DA)]
(=　・ 　 /3)Qs   Δh

[℃]
u

[kJ/kg]

Δh 　　h　　h=(　 -　 )8h 7h

c

h

[kJ/kg(DA)]

c

h

c

(=　・ 　 /3)Qs   Δhh

 28.0  0.0107
 19.0  0.0054

0.287

 15.5

 25.0

 12.8

  6.0

 31.1  19.9  15.5  14.5

 22.0  12.7  25.0  13.9

（
令
和
３
年
版
）

[kJ/kg(DA)]
比エンタルピー

 55.4
 32.9

 39.0
 29.3  0.0054

 0.0081

χ[kg/kgDA]
[kJ/kg(DA)]
比エンタルピー

 60.1
 43.3

⑧コイル出口

比エンタルピー
[kJ/kg(DA)]

比エンタルピー
[kJ/kg(DA)]

温度 1ct cΔt

=(　+　  )t4h

[℃]
温度 1h hΔtrh s

 38.9

 40.8

冷房：④処理外気（デシカント空気調和機出口）
暖房：⑥処理外気（デシカント空気調和機出口）

冷房：温度
暖房：温度

[℃]
[℃]

t4

t6

冷房:湿度
暖房:湿度χ

4
6 [kg/kgDA]

冷房: 暖房:
Qs
Qo
＝
①⑥
①⑦

0.845

±∞

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

0.014

0.016

0.018

0.020

0.022

0.024

0.026

0.028

-10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

1.0
0.9
0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.35

0.75 0.76 0.77 0.78 0.79 0.80 0.81 0.82 0.83 0.84 0.85 0.86 0.87 0.88 0.89 0.90 0.91

-10 0 10 20 30 40 50

①室内空気

④処理外気

⑦コイル入口空気

⑧コイル出口空気
=0.845SHF

①室内空気

⑥処理外気

⑦コイル入口空気
⑧コイル出口空気



[m ] 

換
気
量
の
算
定

No.

送  風  機

記 号 系  統  名
階

FE-01     会議室排気          2 K100  第1会議室           

室記号 室    名
換気
種別

面 積 天井高 容 積
換気
回数 計 算 方 式

換気率 換気風量 系統別風量
備  考

[回/h]

  72.5   2.79   202.3 10.0換気回数

換    気    量    計    算    一    覧    表

    2030 1

2 [m] [m ] 3

K102  第2会議室             72.5   2.89   209.5 10.0換気回数     2100 1

K103  第3会議室             52.5   2.79   146.5 10.0換気回数     1470 1

K104  第4会議室             52.5   2.79   146.5 10.0換気回数     1470 1

       （計）             7070

FE-I1     憩いの部屋排気      I101  憩いの部屋Ａ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

I102  憩いの部屋Ｂ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

I103  憩いの部屋Ｃ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

I104  憩いの部屋Ｄ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

       （計）              960

FS-01     会議室給気          K100  第1会議室             72.5   2.79   202.3 10.0換気回数     2030 1

K102  第2会議室             72.5   2.89   209.5 10.0換気回数     2100 1

K103  第3会議室             52.5   2.79   146.5 10.0換気回数     1470 1

K104  第4会議室             52.5   2.79   146.5 10.0換気回数     1470 1

       （計）             7070

FS-I1     憩いの部屋給気      I101  憩いの部屋Ａ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

I102  憩いの部屋Ｂ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

I103  憩いの部屋Ｃ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

I104  憩いの部屋Ｄ          15.5   2.50    38.8 人員による場合      240 1

       （計）              960
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    ロ） 建告1403号第3第4号(ﾛ)のフード   (排気フード  型)

厨房（排）排 気 系 統

給 気 系 統

記    号 系   統   名 階 室記号 室     名 換気種別

厨房（給）

FE-2

FS-2
B1 厨房 1

排     気 給     気
計  算  風  量

決  定  風  量

計  算  風  量

決  定  風  量

4740 4122

4740 4130

換 気 量 の 算 定 No．

[排気装置別定数]

食器洗浄器 5C 0.93       30.00   30 837 840

33

Ｖ2 ＝

Ｖ ＝ Ｖ1 Ｖ2＞

室容積  ×  換気回数  ＝ 150.0× 10＝ 1500

4740＝Ｖ

 

器  具  名 燃料種類
理 論 廃 ガ ス 量

Ｋ

ガス回転釜 5C 0.93 698 700

ガスフライヤ 5C 0.93 391 400

魚焼器 5C 0.93 363 370

小        計 2310

フード　１ Ⅰ型 2948 2950

炊飯器 5C 0.93 1395 1400

小        計 1400

フード　２ Ⅰ型 1782 1790

有  効
換気量

修  正
換気量

１．外壁の開口部に直接換気扇を設ける場合又は排気筒に換気扇を設ける場合 40

２．煙突に換気扇等を設ける場合 2

３．排気フードを有する排気筒に換気扇を設ける場合
30

20

      25.00

      14.00

      13.00

a=2.10m × b=1.30m

      50.00

a=1.50m × b=1.10m

  30

  30

  30

0.30m/sec

  30

0.30m/sec

Ｖ1 ＝   4740

Ⅰ
Ⅱ

    イ） 建告1403号第3第4号(ｲ)のフード   (排気フード  型)

火 を 使 用 す る 室 の 換 気

換 気 係 数
又は

排気装置別定数

[kW]

ガス式：燃料消費量Ｑ

電気式：電気容量  Ｐ
又は

（令和３年版）



換 気 量 の 算 定 No．

実験室排気

温    度    制    御    を    目    的    と    し    た    換    気

排 気 系 統

給 気 系 統

記    号 系   統   名 階 室記号 室     名 換気種別

実験室給気

FE-J1

FS-J1
2 208 実験室 1

排     気 給     気
計  算  風  量

決  定  風  量

計  算  風  量

決  定  風  量

m /h3

m /h3 m /h3

計       算       式 計            算 備     考

3345 3345

3350 3350

ＨS＝2.230

 tr＝26.0
3600×2.230

Ｑ＝

m /h3

1.0×1.2(26.0－24.0)
 to＝24.0

  ＝3345

Ｑ＝
3600ＨS

Cp・ρ(tr－to)

  ：室内発生顕熱量

  ：空気の定圧比熱 (≒1.0)

  ：空気の密度 (≒1.2)	

ＨS

Cp

ρ

[kW]

[kJ/(kg・K)]

  ：室内許容温度

  ：導入外気温度

tr

to

[℃]

[℃]

[kg/m ]3

  ：室内許容絶対湿度

実験室排気

湿    度    制    御    を    目    的    と    し    た    換    気

排 気 系 統

給 気 系 統

記    号 系   統   名 階 室記号 室     名 換気種別

実験室給気

FE-J2

FS-J2
2 210 実験室 1

排     気 給     気
計  算  風  量

決  定  風  量

計  算  風  量

決  定  風  量

m /h3

m /h3 m /h3

計       算       式 計            算 備     考

696 696

700 700

χi＝0.0112

χo＝0.0098
1.17

Ｑ＝

m /h3

1.2(0.0112－0.0098)
Ｗ＝1.17

  ＝696

Ｑ＝

Ｗ：室内水蒸気発生量

  ：導入外気の絶対湿度

[kg/kg(DA)]χi

χo

[kg/h]

[m /h]3

[kg/kg(DA)]

  ：空気の密度 (≒1.2)	ρ [kg/m ]3

Ｗ
ρ(χi－χo)

（令和３年版）



換 気 量 の 算 定 No．

Ｅm：ホルムアルデヒド発散速度

Ｃi：ホルムアルデヒド基準濃度

[m ]

[μg/(m･h)]

ホルムアルデヒド

ホ  ル  ム  ア  ル  デ  ヒ  ド  の  発  散  を　基　準　と　し　た  換  気

排 気 系 統

給 気 系 統

記    号 系   統   名 階 室記号 室     名 換気種別

ホルムアルデヒド

FE-K1120

FS-K1120
2 K1120 ホルムアルデヒド 1

排     気 給     気
計  算  風  量

決  定  風  量

計  算  風  量

決  定  風  量

m /h3

m /h3 m /h3

計       算       式 計            算 備     考

20 20

20 20

Ｅm＝20

Ｃi＝100
20

Ｑ＝

m /h3

[μg/m ]3

Ｑ＝
Ｅm

Ｃi
Ｓm

  ：材料の面積 2Ｓm

2

100

  ＝20

×100.0

Ｓm＝100.0

（令和３年版）



エ
ア
バ
ラ
ン
ス

No.

階

AC201 ボイラー室       8.4        20.6  

室記号 室　名
室面積

[m ]2

室容積
換気

回数

[T/Hr]

ＯＡ ＳＡ ＲＡ

 

ＳＡ ＥＡ

ＦＡＮ ＦＡＮ

空　　調 換　　気

エ　ア　バ　ラ　ン　ス 系統記号 ACU-1 ACU-1 ( 1/ 1)

ＤＧ

有効面積
排煙 収支

B1

4 

系統名称

[m ]3

   2770    2050

[m ]2

B1

余剰排気

   合               計   

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC203

402

403

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気室

事務室1

事務室2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    200.0       560.0      3520    3520

     85.9       210.5   5     480    1070      1070  

     57.8       141.6   5     270     720       720  

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

    352.1       932.7     750    1790     6290   1790    5570

      750
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